
厚生労働行政推進調査事業費補助金
障害者政策総合研究事業（精神障害分野）

精神障害者の地域生活支援を推進する政策研究
（H28-精神-指定-001）

就労継続支援A型事業所における短時間労働に関する調査

（国研）国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所

地域・司法精神医療研究部

佐藤さやか



・2015年10月 就労継続支援A型での短時間就労の報酬単価引き下げ

→2017年8月 全Aネット「就労継続支援Ａ型事業所全国実態調査結果」

—全国3,500事業所が対象、調査有効回答は942件（28.0%）

—結果：

障害種別利用者数では「精神」が実員総数の43.9％で最多

精神障害者の実労働時間について、20-30時間のものが最多であったが、

労働時間が長くなるほど精神障害者の比率が低かった

（=短時間のグループほど精神障害者のウエイト大）

—今後の課題：

•（行政への要望として）精神障害者利用の時短への配慮

•（就A側に必要な取り組みとして）特に働きづらい人に対する重度判定

背景



—御荘診療所（愛媛）長野敏宏先生の問題意識

「短時間就労には良い部分、ニーズがあるのに評価されないのは困る」

—企業側の意見

・いずれは20時間を目指して短時間勤務から始める、ということならOK、

しかしずっと短時間勤務では、正直なところ業務上の戦力にならない

→短時間目的の就労が歓迎されない雰囲気も

—先行研究

・当事者の重症度（やそのほかの臨床像）に関する指標は手帳の等級のみ
塩津博康（2016）．就労継続支援A型事業所における効果的な実践方法の検討．社会福祉学，56，105-116.

⇒精神障害者の短時間勤務が実態としてあり、臨床的には一定のメリット

やニーズがあるが、これにあてはまる当事者関連の要因が不明



—就労継続支援A型事業所に通所する精神障害者の労働時間と臨床像に

ついて実態調査を行い、両者の関連について検討する

目的
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調べる

労働時間



方法
—対象

・全Aネットに参加する就労継続支援A型事業所に通所する精神障害者およびスタッフ

—調査内容

・基本属性：生年月日、性別

・病状：診断名、入院歴等

・保険・障害福祉サービス利用状況：保険取得状況、利用サービスの種類等

・過去と現在の就労状況：職歴、就労時間等

・就労への意欲：ユトレヒト・ワーク・エンゲイジメント尺度

・生活への満足度：WHO-QOL26

・本人の能力：Vocational Cognitive Rating Scale

Social Skills Scale for working place

・精神障害症状：Personal and Social Performance Scale



—研究協力を頂いた事業所さま
1 かたばみ 群馬県
2 やどかり情報館 埼玉県
3 カフェ＆ベーカリーどんなときも (第３川越いもの子作業所) 埼玉県
4 フードサービス事業所 東京都
6 しごとも 東京都
7 ファムロード日野南 横浜市
8 就労センターとも 京都市
9 就労継続支援事業所あむりた 京都市
10 IP Factory ぷろぼの 奈良市
11 ソーシャルファームピネル 和歌山県
12 けいじん舎 和歌山県
13 麦の郷印刷 和歌山県
14 ソーシャルファーム もぎたて 和歌山県



進捗状況

•データ収集

すべての研究協力機関でデータ収集は終了（利用者約100名から同意）

分析に向けたデータ入力と整理を実施中

•当日（3/9）には、ベースラインデータを概要と中間分析結果を

お示しする予定です。



【スタッフさま用調査票】 

研究協力機関 ID（        ） 機関内対象者 ID（        ）  

記入日（    年   月   日） 記入スタッフ氏名（       ） 
 

A. 生年月日をご記入ください。           年   月   日 

 

B. 性別を選んで、数字に○を付けてください。   1. 女  2. 男 

 

C. 主診断名を選んで、数字に○を付けてください。 

 

1. 統合失調症等（F20-F29） 2. 気分障害（F30-F39）3. 神経症性障害等（F40-F49） 

 

4. 生理的障害及び行動症候群（F50-F59） 5. 人格及び行動の障害（F60-F69）  

 

6. その他（障害名：                              ） 

 

D. 重複障害の有無をご回答ください。 

 

1. なし 2. あり (障害名：                         ) 

 

E. 現在の病院の受診の有無をご回答ください。 

 

1. なし(理由：                         ) 2. あり  

 

F. 精神障害の発症時期をご記入ください。           年   月   日 

 

G. 事業所の利用開始時期をご記入ください。          年   月   日 

 

H. 過去の入院回数をご記入ください。           回（累計   年  か月） 

 

I. 最終退院日をご記入ください。               年   月   日 

 

J. 障害者手帳についてご回答ください。 

 

1. なし 2. 精神保健福祉手帳(   )級  3. 身体障害者手帳(   )級 

 

4. 療育手帳(   )級  5. その他（              ） 

 

K. 障害程度区分について当てはまる数字に○を付けてください。 

 

1. 区分 1 2. 区分 2  3. 区分 3 4. 区分 4 5. 区分 5 6. 区分 6 7. なし 

 

L. 参加者の最終学歴に当てはまる数字に○を付けてください。 

 

1. 中学 2. 高校 3. 専門学校 4. 短大 5. 大学  6. 大学院 7. その他（       ） 



M. 婚姻状況に当てはまる数字に○を付けてください。 

 

1. 未婚 2. 既婚 3. 事実婚・同居のパートナー有 4. 離婚 5. 死別 

 

N. 居住形式に当てはまる数字に○を付けてください。 

 

1. 自宅（独居）   2. 自宅（家族同居） 3. グループホーム 4. 施設入所 

 

O. 今回調査を行っている A型事業所と同時に利用している障害福祉サービスで当てはまる数字に

すべて○を付けてください。 

 

1. 自立訓練  2. 就労移行支援  3. 計画相談支援  4. 地域移行支援  5. 就労継続支援 B型 

 

6. 地域定着支援  7. 地域活動支援センター 8. 福祉事務所 9. 自治体の委託相談支援  

 

10. 成年後見制度  11. 日常生活自立支援事業（社協など）12. 障害者就業・生活支援センター 

 

13. ホームヘルプ  14. その他（                                                      ） 

 

P. 事業所の紹介機関・紹介者に当てはまる数字に○を付けてください。 

 

1. 医療機関 2. ハローワーク 3. 障害者就業・生活支援センター 4. 就労継続支援 B型 

 

5. 就労移行支援 6. 相談支援 7. 市区役所 8. 地域若者サポートステーション（サポステ） 

 

9. 保健所・保健センター・精神保健福祉センター 10. その他 (                            ) 

 

Q. 研究参加者について医療機関から事業所に連絡がありましたか。  1. なし 2. あり 

 

R. 過去 3年以内の転職の有無について当てはまる数字に○を付けてください。ある場合には、そ

の回数をご記入ください。 

 

1. あり （    回） 2. なし 

 

※転職の定義は「前職をやめて、次の職場（A 型と特例子会社は含み、B 型は含まない）に就職し

たこと」を指します（1回就職して辞めた後、働いていない場合にはカウントしない）。 

 

S. 対象者の方がこれまでに 1年以上継続した就労がある場合に、以下をご記入ください。 

※病気の発症前でも、発症後でも、記入をお願いします。 

1.就労・活動期間 

（西暦で記入） 

2.賃金 

（時給換算） 

3.勤務日数 

（週あたり） 

4.労働時間 

（1日あたり）* 

年  月  日 

～   

年  月  日 

円 日 時間 

年  月  日 

～ 

年  月  日    

円 日 時間 

 

 



T. 当該の研究参加の方の現在の就労時間および 1週間の就労日数について教えてください。 

またスタッフさまから見て、この参加者の方が最大限働けそうな 1 日の就労時間と 1 週間の就労

日数についても教えてください。 

 

 1.現在利用中の 

A 型事業所への入所時 

2.今回の調査実施時 3.スタッフさまからみて 

もっとも長く働ける時間/

日 

a. 就労時間* 

時間   分 時間   分 時間   分 

b. 週間の就労日数 
日 日 日 

 

U. 本人の能力よりも現時点での労働時間・希望時間が短いですか。当てはまる数字に○を付けて

ください。 

 

1. 能力相当、2. 長い 3.短い 

 

「3.短い」に〇を付けた場合は、その理由に○を付けてください。 

事業所の事情 

1. 閑散期、人員等で仕事がない  2.通勤時間 3. その他（                ） 

本人事情 

4. 介護 5. 年金・健康保険の制度上  6. その他（                    ） 

 

 

V. 今回調査を行っている A型事業所から受け取っている 1か月分の給与をご記入ください。 

 

                     円   

※賞与がある場合には、1か月分の給与+（1年分の賞与÷12）の金額を記入してください 

 

W. 次に研究対象者の方の普段の行動ついてお尋ねいたします。以下の項目は普段の研究対象者の

方の行動にどのくらい当てはまりますか。当てはまると思う数字に○を付けてください。 
 

 

Social skills scale for working place（SSS-W） 
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ま
ら
な
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あ
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や
あ
て
は
ま
る 

あ
て
は
ま
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1.  体調が悪い時、勤務が続けられないほど悪化する前に相談する 1 2 3 4 

2.  会話の際、相手が話し終わるまで待つ 1 2 3 4 

3.  相手の話を聞く時、うなずいたり、相槌をうつ 1 2 3 4 

4.  会話の際、相手の方に視線を向ける 1 2 3 4 

5.  自分が悪いと思った時、すぐ謝る 1 2 3 4 

6.  体調について主観的な感覚だけでなく、客観的な事実も交えて説明する 

（例：「なんだか不安です」だけでなく「4 時間ぐらいしか眠れなくて、いつもより仕事に時間が

かかります」と説明する） 

1 2 3 4 

7.  質問された時、質問内容に合わせて答えられる 

（例：自分の話したいことではなく相手が聞いていることを答えられる、求められていること簡

潔に話せる、など） 

1 2 3 4 



 

 

  

Social skills scale for working place（SSS-W） 
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8.  指導や注意を受けた際、視線をそらす、返事をせずにふさぎこむ等 

ネガティブな態度をとる 
1 2 3 4 

9.  退勤時に「お先に失礼します」と声かけする 1 2 3 4 

10. 相談したいことがあるとき、言葉ではなくて態度で示し、 

周囲の人が察してくれるまで待つ 

（例：暗い表情で話をする、頻回にため息をつく、物を乱暴に扱う） 

1 2 3 4 

11. 業務についてわからないことがあった時、相談する 1 2 3 4 

12. 周囲の人は同じように接していても、気分や体調によって反応にムラがある 

（例：笑顔で円滑にコミュニケーションをとる時もあれば、固い表情で返事をしない時もある） 
1 2 3 4 

13. 話題にあった表情や声の調子で話す 1 2 3 4 

14. 周囲の人の雑談を聞く 1 2 3 4 

15. 不在者宛に預かった伝言を、正確に伝える 1 2 3 4 

16. 依頼された作業をすぐに受けられない状況の時、 

「できない」と答えるだけでなく、その理由も説明する 
1 2 3 4 

17. 出勤時や退勤時に自分から進んで挨拶する 1 2 3 4 

18. 適切に敬語を使う 1 2 3 4 

19. 業務の合間や終了時に「おつかれさまです」と声かけする 1 2 3 4 

20. 周囲からサポートを受けた時、「ありがとうございます」と御礼を言う 1 2 3 4 

21. 1 つの作業が終わったら報告する 1 2 3 4 

22. 人間関係のトラブルや悩みについて、 

上司が同僚の都合や状況を考慮せず、頻繁に確認する 
1 2 3 4 

23. 自分が話したい時には、相手の状況や都合に関係なく話す 1 2 3 4 

24. 時、場所、相手との関係性に応じて、話し方を切り替える 1 2 3 4 

25. 当日中に終わらない業務について、進捗状況を報告する 1 2 3 4 

26. 話しかける時、相手に不快感を与えない程度の物理的距離を取る 1 2 3 4 

27. 時、場所、相手との関係性に応じて、話題を選ぶ 1 2 3 4 

28. 業務について確認したいことができた時、確認事項をまとめて質問する 1 2 3 4 

29. 自分のやり方にこだわりがあり、 

違う方法を指示・提案されても、ゆずれない 
1 2 3 4 

30. 趣味や休日の過ごし方などなにげない話題について自分の話をする 1 2 3 4 



X. 下の質問は研究対象者さまの普段の作業場面での様子について、お聞きするものです。 

当てはまると思う数字に○を付けてください。 

※就職されている方は職場でのふるまいに基づいてお答えください。 

 

 

 

Vocational Cognitive Rating Scale（VCRS） 
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1. 繰り返されることなく、単純な指示を理解する 1 2 3 4 5 

2. 単純な作業を行っているとき、そこに留まり集中し続ける 1 2 3 4 5 

3. 監督者の注意がなくても、 

仕事の細かな部分に目を向けることができる 
1 2 3 4 5 

4. 何か興味があったり、変わったことを見たり聞いたりした時、 

ペースを落とすことなく仕事を続ける 
1 2 3 4 5 

5. 仕事の些細な部分に気を取られたとき、 

ペースを落とすことなく仕事を続ける 
1 2 3 4 5 

6. 注意喚起されなくても、指示を思い出し、 

作業を始めることができる 
1 2 3 4 5 

7. 毎日行われる仕事の一部を行うため、覚えている 1 2 3 4 5 

8. 新しい作業を素早く学ぶことができる 1 2 3 4 5 

9. 毎日は実施されない作業をどのように行うか覚えている 1 2 3 4 5 

10.援助なしに 2つ以上のパートを用いた作業を 

完遂することができる 
1 2 3 4 5 

11.一つの作業から別の作業にスムーズに移行する 1 2 3 4 5 

12.一度に複数の作業を割り当てられたとき、 

効率的にやり終えられるように作業を整理し、 

意思決定することができる 

1 2 3 4 5 

13.促されることなく、作業を開始する 1 2 3 4 5 

14.割り当てられた作業が終わったとき、新しい仕事を探す 1 2 3 4 5 

15.仕事に日常的に良くある問題が生じた時、 

誰かに頼らずに解決することができる 
1 2 3 4 5 

16.もし必要であれば、自分の認知機能上の弱点を方略によって補う 

（例えば、書きとめる） 
1 2 3 4 5 



『はたらくNIPPON！計画』
A型フォーラムinさいたま
～A型から多様な働き方を～

平成３１年３月９日（土）

第１分科会
「短時間労働と障害特性について」

一般社団法人 ワークワーク

三木 紀子



うちとこ こんな チーム

一般社団法人 ワークワーク

自立 勤労 笑顔 豊かな心

ワークワーク東京 ワークワーク（大阪）

平成２５年３月１日開設 平成２４年７月１日開設

～企業に入って 企業に学ぶ～

あいさつ おそうじ ＳＫＨ運動



体と心とお金は元気ですかあ？



事例をご紹介

•ワークライフバランス （ライフには“医療”も含めて）

①１０時～１５時の６０代：二分の一 生保。働くプライド

②９時～１４時の２０代半ば：医療・体力を考える。

スロー＆アップ＆スロー

③９時半～１６時の３０代前半：生活のやり直し

④１０時半～１６時の３０代前半：やっぱオレ１０時半がいい

なあ

★これは“ずーっと”ではありません。

変えていく中で「自分のワークライフ」ができていく。

最後は週３０時間以上の勤務に戻ることができる。

遠回りのように見えるけど実はこれ・・・。



『働く欲』をゲットした人たち！
俺の居場所



社会福祉法人ゆずりは会

1



昭和３２年 群馬県前橋市青梨子町の農家に生まれる

昭和５１年 日本社会事業大学 入学

昭和５５年 埼玉県立教員養成所 入学

昭和５７年 就農

昭和５９年 「前橋駅を福祉駅に」活動

昭和６２年 ニカラグア針灸支援

平成１６年 社会福祉法人ゆずりは会 設立活動

平成１８年 社会福祉法人ゆずりは会 理事長として現在に至る

2



法人の理念 「高工賃と就労支援」
 法人の沿革

平成１８年４月 前橋市青梨子町に知的障害者通所授産施設「ゆずりは」開所

平成２２年４月 自立支援法 多機能事業所（移行・Ｂ型）へ移行

平成２３年４月 高崎市に「エール」（移行・Ｂ型）開所

前橋市に相談支援事業所「ぽっか」開所

平成２６年６月 前橋市に「菜の花」（移行・Ｂ型）開所

平成２７年６月 高崎市に「かたばみ」（Ａ型）開所

平成２８年４月 法人創立１０周年

平成２９年４月 高崎市に「あいりす」（Ａ型）

Ａ型事業として、鍼灸マッサージ院 開所

中医研薬局 開所

平成３０年４月 グループホーム「ブラームス」開所

平成３０年１０月「菜の花」定着支援事業所開所
3



ゆずりは（B） エール（移・B） 菜の花（移・B） かたばみ（A） あいりす（A） 法人合計

玉ねぎ ２ ０.９６ １ ３.９６

枝豆 ３ １ ０.４ ０.４ ４.８

キャベツ ０.４ ０.９１ ０.２５ ０.８ ０.４ ２.７６

ほうれん草 １ ０.３ １.３

ブロッコリー ２ ０.８５ ２.８５

白菜 ０.６ ０.３５ ０.９５

長ネギ ０.２ ０.２ ０.１ ０.５ １.０

サツマイモ １.５ ０.６ １.４ ３.５

じゃがいも ０．２ ０.１ ０．３

さといも ０.１ ０.１

米 ０．２５ ３.３ ３.５５

麦 ０.３ ０.３

育苗 ０.２５ ０.２５

合計 ９.２ ３．８２ ７.６５ １.９ ３.０５ ２５.６２

工賃実績 ４６，１９２ ３０，７００ ３８，４８６ ６０，１９５ ６２，９６０

群馬県に於けるＡ型事業所数 ３６カ所（平成29年度実績） 4



ゆずりは（B） エール（移・B） 菜の花（移・B） かたばみ（A） あいりす（A） 法人合計

玉ねぎ ２ ０．８ １.２ ０．２（苗） ４

枝豆 ３ １.５ ４．５

キャベツ ０．６ 1 ０.５ １ １ ４．１

ほうれん草 １ ０.３ １．３

ブロッコリー ２ １.０ ３

白菜 ０．６ ０．６

長ネギ ０．４ ０.４ ０．５ １．６ ２．９

サツマイモ ０．４ ０．５ ０．５ １．４

じゃがいも

さといも ０．２ ０．２

米 ０．２５ ３.３ ３．５５

麦 ０.６２ ０．６

育苗・ハウス ハウス さつまいも苗 等

合計 ９．６ ２．４５ ８.８２ ２ ３．５ ２６．３５
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